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平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ

で
は
市
税
総
額
で
83
億
５

２
９
６
万
円
、
前
年
度
と

比
べ
１
億
８
４
７
万
円
、
１・３
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
税
以
外
の
主
な
も
の
は
地
方
交

付
税
５
億
８
３
４
７
万
円
、
国
庫
支

出
金
14
億
７
２
６
７
万
円
、
県
支
出

金
10
億
５
７
２
万
円
が
交
付
さ
れ
、

全
体
で
対
前
年
比
11
・
３
％
、

16
億
９
２
１
２
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

の
主
な
事
業
で
は
新
庁
舎

建
設
事
業
、
健
康
増
進
事

業
、
市
街
地
整
備
事
業
、
災
害
対
策

事
務
事
業
、
環
境
衛
生
事
務
事
業
、

小
中
学
校
管
理
運
営
事
業
、
文
化
財

保
護
管
理
事
業
、
Ｊ
Ｒ
名
鉄
弥
富
駅

整
備
事
業
、
農
業
振
興
事
務
事
業
、

障
害
者
自
立
支
援
事
業
、
防
犯
設
備

管
理
事
業
、
敬
老
事
業
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。総

額
は
一
般
会
計
と
特
別

会
計
を
合
わ
せ
て
歳
入

２
６
３
億
１
５
５
５
万
円
、
歳
出

２
５
６
億
５
８
４
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入

歳
出

決
算

９月定例会で30年度決算を審議し、特別会計は原
案どおり認定しました。
継続審査となった一般会計も12月定例会で原案ど
おり認定されました。財政の硬直   化進む‼

166億678万円歳入

161億4846万円歳出

一般会計の決算額
その他1.4％
2億4614万円
その他1.4％
2億4614万円地方譲与税2.1％

3億4946万円
地方譲与税2.1％
3億4946万円

依存財源
42.4％

70億4691万円

依存財源
42.4％

70億4691万円

自主財源
57.6％

95億5987万円

自主財源
57.6％

95億5987万円

市税
50.3％

83億5296万円

市税
50.3％

83億5296万円
歳 入歳 入 歳 出歳 出

地方交付税3.5％
5億8347万円
地方交付税3.5％
5億8347万円

地方消費税交付金5.1％
8億4765万円

地方消費税交付金5.1％
8億4765万円

県支出金6.1％
10億572万円
県支出金6.1％
10億572万円

国庫支出金8.9％
14億7267万円
国庫支出金8.9％
14億7267万円

市債15.3％
25億4180万円
市債15.3％
25億4180万円

その他0.9％
1億5182万円
その他0.9％
1億5182万円

諸収入1.4％
2億3283万円
諸収入1.4％
2億3283万円

繰越金2.8％
4億6907万円
繰越金2.8％
4億6907万円

　使用料及び手数料2.2％
3億5319万円

　使用料及び手数料2.2％
3億5319万円

市税内訳
　固定資産税
　市民税
　市たばこ税
　軽自動車税
　入湯税

市税内訳
　固定資産税
　市民税
　市たばこ税
　軽自動車税
　入湯税

48億7152万円
30億8739万円
2億9546万円
9809万円
50万円

48億7152万円
30億8739万円
2億9546万円
9809万円
50万円

その他1.1％
1億7517万円
その他1.1％
1億7517万円

商工費2.1％
3億3438万円
商工費2.1％
3億3438万円

消防費4.8％
7億6953万円
消防費4.8％
7億6953万円

土木費6.1％
9億9267万円
土木費6.1％
9億9267万円

農林水産業費6.1％
9億9544万円

農林水産業費6.1％
9億9544万円

衛生費6.6％
10億6709万円
衛生費6.6％
10億6709万円

公債費7.1％
11億4460万円
公債費7.1％
11億4460万円

教育費8.0％
12億8907万円
教育費8.0％
12億8907万円 総務費20.6％

33億2923万円
総務費20.6％
33億2923万円

民生費37.5％
60億5128万円
民生費37.5％
60億5128万円

その他1.4％
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14億7267万円
国庫支出金8.9％
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平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ

主な財政指数の推移

特別会計の決算額と採決結果

財政の硬直   化進む‼平成30年度

決算

会計名 歳入 歳出 採決
土地取得 0万円 0万円 全員賛成で認定
国民健康保険 41億3816万円 40億5705万円 反対2：賛成11で認定
後期高齢者医療 5億5366万円 5億4995万円 反対2：賛成11で認定
介護保険 33億2409万円 32億5667万円 反対2：賛成11で認定
農業集落排水事業 3億8878万円 3億7377万円 反対2：賛成11で認定
公共下水道事業 13億 408万円 12億7249万円 反対2：賛成11で認定

　

平
成
30
年
度
の
経
済
を
振
り
返
る
と
、

わ
が
国
の
景
気
は
世
界
経
済
の
緩
や
か
な

回
復
を
背
景
に
各
種
政
策
の
効
果
も
あ
っ

て
、
企
業
の
稼
ぐ
力
が
高
ま
り
、
企
業
収

益
が
過
去
最
高
と
な
る
中
で
、
雇
用
・
所

得
環
境
が
改
善
し
、
所
得
の
増
加
が
消
費

や
投
資
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
い
う
経
済

の
好
循
環
が
着
実
に
回
り
つ
つ
あ
る
。

　
物
価
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
の
上
昇
や

原
材
料
価
格
の
上
昇
を
背
景
に
２
０
１
７

年
後
半
か
ら
緩
や
か
な
上
昇
が
み
ら
れ
た

も
の
の
、
２
０
１
８
年
春
以
降
、
上
昇
テ

ン
ポ
が
鈍
化
し
て
い
る
。
他
方
で
、
米
中

間
の
通
商
問
題
や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
行

方
な
ど
海
外
経
済
に
関
す
る
不
確
実
性
が

高
ま
っ
て
お
り
、
先
行
き
の
不
透
明
感
の

高
ま
り
に
は
注
意
が
必
要
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
第
２
次
弥
富
市
総
合

計
画
に
基
づ
い
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
を
は
じ
め
、
激
甚
化
す
る
災
害
、
加
速

す
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
起
債
の
償
還

等
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と

で
持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
最
後
に
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
総
合

計
画
に
掲
げ
る
『
地
域
で
つ
く
る
「
人
・

自
然
・
文
化
」
の
調
和　
輝
く
未
来
へ
繋

ぐ
ま
ち
・
弥
富
』
の
実
現
を
目
指
し
、
新

市
長
の
も
と
着
実
な
政
策
等
を
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

監
査
委
員

片
岡
　
明

武
田
　
正
樹

（
抜
粋
）

平
成
30
年
度
決
算
審
査
意
見
書

90.0

89.0

88.0

87.0

86.0

85.0

84.0

83.0

82.0

81.0

80.0 平成24年 25 26 27 28 29 30

85.785.7

87.087.0

85.185.1

82.782.7

85.085.0

87.487.4

89.789.7

経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する指標の一つであり、経常的
経費に経常的な一般財源がどの程度充当されているかを
示す。この比率が低いほど財政構造の弾力があり、８０％
を超える場合には、弾力性を失いつつあるとされる。

経常収支比率

1,00

0,99

0,98

0,97 平成24年 25 26 27 28 29 30

0.990.990.990.99

0.980.980.980.980.980.980.980.980.980.98

財政力指数
財政構造における財政力の強弱を判断するために用いられる
ものであり、地方公共団体が標準的な行政活動を行うのに最
小限必要な財政需要に対する税を中心とした収入の割合を
示し、この指数が「１」を超えるほど財政力が強く、財源に余裕
があるとされる。

財政力指数

30

25

20

15

10

5

0

（億円）

平成24年 25 26 27 28 29 30

21.3億21.3億 21.3億21.3億 21.3億21.3億 20.3億20.3億
17.8億17.8億

15.9億15.9億 15.3億15.3億

財政調整基金残高
地方公共団体の健全な財政運営を確保するために設置し
た積立金で、地方公共団体の貯金であり、経済事情の変
動などによる減収、災害により生じる予期せぬ支出・減収
を埋める時や緊急性の高い大規模な事業の経費に充てる
こととしている。

財政調整基金残高
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補
助
金
団
体
に
よ
る
事
業

会
計
報
告
の
不
備
が
原
因
で

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
市
に
よ
る
再
精
査
の

結
果
、
不
正
は
な
く
、
不
備

是�

正
の
説
明
を
受
け
、
賛
成

多
数
で
原
案
を
認
定
し
ま
し

た
。

　
堀
岡
敏
喜
議
長
よ
り
議
長

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
議
会

は
こ
れ
を
賛
成
多
数
で
許
可

し
ま
し
た
。

　
新
議
長
に
佐
藤
高
清
議
員

が
当
選
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
議
員
の
議
長
就
任
に

伴
い
欠
員
と
な
っ
た
議
会
運

営
委
員
に
早
川
公
二
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

本
会
議

初 

日
本
会
議

最
終
日

議 
案

質 
疑

議
長
辞
職
を
許
可

新
議
長
を
選
出

平
成
30
年
度
弥
富
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
25
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
24
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
９
月
定
例
会
よ
り
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平

成
30
年
度
弥
富
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
賛
成
多
数
で
認

定
し
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
全
会
一
致
で
適
任
と

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
弥
富
市
部
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
元
年
度

弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
な
ど
８
議
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
堀
岡
敏
喜
議
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
長
辞
職
願
を

賛
成
多
数
で
許
可
し
、
新
た
に
佐
藤
高
清
議
員
が
議
長
に
当
選

し
ま
し
た
。

　
中
日
に
は
、
市
火
葬
場
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、

弥
富
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
元
年

度
弥
富
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）、
新
庁
舎
の
工
事
請

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
な
ど
が
追
加
上
程
さ
れ
、
所
管
の
委

員
会
に
付
託
、
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
９
人
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
審
議
に
つ
い
て
は
委
員
会
レ

ポ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議決議案 こう変わります！！議決議案 こう変わります！！
弥富市部設置条例の一部改正により令和２年４月１日から弥富市役所の組織・機構が変わります。

令和２年度行政機構図（案）（※案のため変更されることもあります。）

令和元年度  総務部、民生部、開発部 令和２年度  総務部、市民生活部、健康福祉部、建設部

総務課、財政課、人事秘書課、危機管理課、企画政策課、税務課、収納課総務部

市民課、環境課、十四山支所、市民協働課、商工観光課市民生活部

保険年金課、健康推進課、福祉課、介護高齢課、児童課健康福祉部

農政課、土木課、都市整備課、下水道課建設部

会計課会計管理者

学校教育課、生涯学習課、歴史民俗資料館、図書館教育部

議事課議会事務局

監査委員事務局

市　長　　副市長

教育委員会　　教育長

市議会

監査委員

平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ
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継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
認

定
第
１
号
平
成
30
年
度
弥
富
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
原
案

を
了
承
し
ま
し
た
。

　
12
月
定
例
会
の
行
財
政
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は
20
件
。

　
12
月
11
日
に
第
１
部
で
総
務

部
・
開
発
部
所
管
分
、
第
２
部

で
民
生
部
・
教
育
部
所
管
分
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
「
弥
富
市
部
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」

　
　
公
園
に
関
す
る
こ
と
は
一

元
化
し
な
い
の
か
。

　
　
従
来
か
ら
担
当
窓
口
が
分

か
れ
、
問
い
合
わ
せ
先
が
分
か

り
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
り
、
新

組
織
に
お
い
て
は
建
設
部
都
市

整
備
課
に
公
園
を
一
括
管
理
す

る
グ
ル
ー
プ
を
設
置
予
定
。

　
　
施
設
管
理
課
を
設
置
し
て

は
。

　
　
組
織
は
固
定
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
代
の
行
政
課
題

に
沿
っ
た
改
編
が
大
切
で
あ
る
。

　
今
後
は
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
長
寿
命
化
対
策
が
必
要
と
な

り
、
一
括
管
理
も
将
来
的
に
は

必
要
と
考
え
る
。

　
　
組
織
改
編
に
伴
い
、
新
た

な
職
員
採
用
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
新
行
政
機
構
図
案
に
よ
る

と
職
員
の
増
員
は
必
要
。
補
充

で
き
る
よ
う
に
採
用
・
退
職
の

状
況
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
考
え

て
い
く
。

◆
「
令
和
元
年
度
弥
富
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）」

　
　
人
事
院
勧
告
で
は
給
与
引

き
上
げ
と
あ
る
が
、
な
ぜ
人
件

費
が
減
額
と
な
る
の
か
。

　
　
人
事
異
動
に
よ
る
も
の
。

◆
「
令
和
元
年
度
弥
富
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

　
　
障
害
者
自
立
支
援
事
業
で

扶
助
費
な
ど
が
増
え
て
い
る
が
、

支
援
事
業
所
の
利
用
人
数
は
ど

れ
だ
け
増
え
た
の
か
。

　
　
主
立
っ
た
と
こ
ろ
で
、
Ｂ

型
就
労
継
続
支
援
事
業
所
の
利

用
人
数
が
７
人
増
え
た
こ
と
、

利
用
回
数
も
増
え
て
い
る
こ
と

と
１
事
業
所
新
設
に
よ
る
も
の
。

◆
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
」（
市
新
火
葬
場
火
葬

炉
設
備
工
事
）

　
　
火
葬
炉
は
、
最
先
端
の
環

境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
　
主
燃
焼
炉
で
は
、
燃
焼
が

く
す
ぶ
っ
た
状
態
に
な
る
。
発

生
し
た
ガ
ス
を
再
燃
焼
炉
に
て

８
０
０
度
で
再
燃
焼
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
発
生
を
抑
え
る
。

　
付
託
さ
れ
た
案
件
は
全
て
原

案
を
了
承
し
ま
し
た
。

　
10
月
31
日
（
木
）

　
茨
城
県
古
河
市
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
が
「
議
会
だ
よ
り

編
集
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

行
政
視
察
す
る
た
め
に
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
広
報
編
集
特
別
委

員
に
よ
る
説
明
の
後
、
質
疑
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
行
政
視
察
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
の
活
動
に
少
し
で
も
有

意
義
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問答

問答

問答問答

問答

問答

行
財
政
委
員
会

第
３
部

討
論
・
採
決

委員会レポート

▲新火葬場の外観イメージ

▲作左山公園（平島東地内）

平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ

11
月
６
日

開
催
分

12
月
定
例
会
分

第
１
部

第
２
部

行
政
視
察
を

受
け
入
れ
ま
し
た

▲茨城県古河市議会だより編集委員会の皆さまと
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12月定例会　議案等の賛否状況一覧
会　　　　派　　　　名 公明党 日本

共産党 市政会 誠進会 無
会
派

無
会
派

議案番号 件　　　　　　　　　名

議
決
結
果

炭

ふ
く
代

堀
岡
敏
喜

三
宮
十
五
郎

那
須
英
二

三
浦
義
光

佐
藤
高
清

武
田
正
樹

平
野
広
行

早
川
公
二

鈴
木
み
ど
り

永
井
利
明

加
藤
克
之

大
原　

功

高
橋
八
重
典

市長提出議案

認定第１号 平成30年度弥富市一般会計歳入歳出決算認定について
（継続審査事件） 認定 ○ - × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第73号 訴えの提起について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第74号 弥富市部設置条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第75号 弥富市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害
補償等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第76号 弥富市監査委員に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第77号 弥富市自治功労者礼遇条例等の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第78号 弥富市下水道事業の設置等に関する条例の制定につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第79号 令和元年度弥富市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第80号 令和元年度弥富市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第81号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第82号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第83号 物品の買入れについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第84号 弥富市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第85号 弥富市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第86号 弥富市特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第87号 弥富市職員の給与に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第88号 弥富市短時間勤務会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第89号 令和元年度弥富市一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第90号 令和元年度弥富市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第91号 令和元年度弥富市公共下水道事業特別会計補正予算
（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第92号 工事請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛否状況　　○：賛成　×：反対　△：採決時退席　－：議長は採決に加わらない。

平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ
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一般質問 　各議員のページの顔写真横の
QRコードを読み取っていただくと、 
市議会映像配信ページをご覧い
ただけます。ぜひご覧ください。

市政を問う9議員が登壇
　一般質問は、議員が市政全般に関して、執行機関にその執行状況や将来の方針、
住民生活に密接に係わる事項などについて質問をすることをいいます。
　議会だよりでは、質問と答弁を要約しています。

一 般 質 問 事 項
議　員　名 件　　　　名 頁 議　員　名 件　　　　名 頁

大 原　 功
①保育所の給食費を無償に
②市民相談への対応改善を

8 平 野 広 行
①道路問題の認識と取り組みは
②歳入増対策とふるさと納税は

13

永 井 利 明
①名誉市民の選出方法は
②小中学校トイレの完全洋式化は

9 加 藤 克 之
①暮らしやすい交通安全対策を
②健康都市に向けての取り組みを

14

三 宮 十 五 郎
①異常な公共用地管理の改善を
②県内一高い水道料金引き下げを

10 鈴 木 み ど り
①コミュニティセンターの修繕状況は
②子どもの遊び場の管理は

15

那 須 英 二
①保育所の土曜日午後の受け入れを
②子ども達が安心して遊べる場を

11 高 橋 八 重 典
①弥富市のSDGsの取り組みは
②市街化調整区域内の定住促進策は

16

炭 ふ く 代
①子育て世代に寄り添う支援を
②祖父母手帳作成で孫育て支援を

12

ズバリ聞きます！
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成
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大原 功 議員
無会派

保
育
所
の
給
食
費
を
無
償
に

問

民
営
化
を
進
め
考
え
た
い

答

　
　
保
育
所
の
給
食
費
に
つ
い

て
、
１
人
当
た
り
の
補
助
額
は
。

　
　

 
副
市
長 　
副
食
費
は
本

来
１
人
当
た
り
月
額
約
５
１
０

０
円
か
か
っ
て
い
る
が
、
月
額

４
５
０
０
円
に
設
定
。

　
　
副
食
費
４
５
０
０
円
は
保

育
料
に
含
む
の
か
。

　
　
従
来
は
利
用
料
に
副
食
費

も
含
み
徴
収
し
て
い
た
が
、
保

育
料
の
無
償
化
は
利
用
料
の
み

で
、
副
食
費
は
含
ま
な
い
。

　
　
保
育
料
が
無
料
に
な
り
給

食
費
を
別
に
徴
収
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
か
ら
高
く
な
っ
た
と
聞

く
が
。

　
　
市
で
は
利
用
料
よ
り
給
食

費
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
設
定

し
て
い
る
。

　
　
市
は
給
食
費
を
無
料
に
す

る
気
が
あ
る
の
か
。

　
　

 
市
長 　
公
立
の
保
育
所

の
場
合
、
運
営
費
は
全
額
市
が

負
担
す
る
。
私
立
の
場
合
の
市

の
負
担
分
は
４
分
の
１
。
公
立

が
大
半
で
あ
る
本
市
の
場
合
、

無
償
化
に
伴
う
公
費
負
担
は
大

き
く
、
財
源
確
保
が
難
し
い
こ

と
か
ら
無
償
化
は
考
え
て
い
な

い
。

　
今
後
は
民
営
化
も
視
野
に
入

れ
、
給
食
費
補
助
を
考
え
た
い
。

　
　
市
民
か
ら
の
相
談
事
に
対

し
て
、
予
算
が
な
い
な
ど
の
理

由
で
受
け
付
け
な
い
事
例
が
あ

る
と
聞
く
が
。

　
　

 

市
長 　
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
の
中
で
、
多
い
の
は
福
祉
関

係
で
あ
る
。
制
度
や
基
準
に
照

ら
し
合
わ
せ
納
得
い
く
ま
で
説

明
し
て
い
る
。

　
予
算
が
な
い
な
ど
の
理
由
で

受
け
付
け
な
い
こ
と
は
な
い
。

　
今
後
も
親
切
丁
寧
な
接
遇
を

心
掛
け
る
。

　
　
年
度
が
変
わ
り
、
区
長
や

担
当
部
局
の
職
員
が
替
わ
っ
て

も
申
請
事
案
に
対
応
で
き
て
い

る
の
か
。

　
　
過
年
度
申
請
の
未
施
工
分

は
、
全
て
の
現
地
を
確
認
し
た

後
、
施
工
。

　
　
市
民
か
ら
の
相
談
を
担
当

部
局
か
ら
議
会
事
務
局
に
報
告

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
相
談
の
中
に
は
個
人
的
な

も
の
も
多
く
、
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
議
会
事
務
局
へ
の
報

告
は
考
え
て
い
な
い
。
議
会
に

関
係
す
る
事
案
は
報
告
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

施
政
方
針
に
つ
い
て

問答問答

問答問答

問答

問答

問答

問 市民相談への
対応改善を

答 親切丁寧な
接遇を心掛ける

一般質問
平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ
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永井 利明 議員
誠進会

名誉市民の選出方法は問
推挙基準該当者へ議会が同意答

　
　
本
市
の
表
彰
制
度
に
は
何

が
あ
る
か
。

　

�� 

秘
書
広
報
課
長 　

弥
富

市
表
彰
、
弥
富
市
特
別
功
労
者

表
彰
、
弥
富
市
篤と
く

志し

者し
ゃ

顕け
ん

彰し
ょ
う、

弥
富
市
自
治
功
労
者
な
ど
。

　
　
名
誉
市
民
条
例
と
は
。

　
　
名
誉
市
民
を
推
挙
し
、
そ

の
功
績
の
顕
彰
を
目
的
に
制
定
。

　
　
過
去
の
名
誉
市
民
と
そ
の

功
績
は
。

　
　
服
部
擔た
ん

風ぷ
う

氏
１
名
で
、
明

治
か
ら
昭
和
期
を
代
表
す
る
漢

詩
人
と
し
て
活
躍
。

　
　
名
誉
市
民
選
出
の
プ
ロ
セ

ス
と
担
当
部
署
は
。

　
　
議
会
同
意
を
得
て
、
基
準

該
当
者
を
推
挙
顕
彰
。
担
当
は

総
務
部
秘
書
広
報
課
。

　
　
名
誉
市
民
の
位
置
付
け
は
。

　
　
公
共
福
祉
、
学
術
、
技
芸
、

文
化
、
産
業
な
ど
の
国
家
的
な

業
績
者
。

　
　
近
隣
市
町
村
で
も
名
誉
市

民
の
制
度
は
あ
る
か
。

　
　
西
尾
張
９
市
の
内
、
あ
ま

市
を
除
く
各
市
と
飛
島
村
。

　
　
服
部
擔
風
氏
以
降
57
年
間

に
該
当
者
は
。
ま
た
、
現
時
点

で
の
該
当
者
は
。

　
　
過
去
も
現
時
点
も
な
い
。

　
　
市
制
周
年
記
念
に
合
わ
せ

て
推
挙
を
と
考
え
る
が
、
市
長

の
考
え
は
。

　

�� 

市
長 　

該
当
者
が
あ
れ

ば
推
挙
し
た
い
。

　
　

本
市
小
中
学
校
の
和
式
、

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
状
況
は
。

　

�� 

学
校
教
育
課
長 　

校
舎
、

体
育
館
、
全
６
０
５
基
中
３
４
６

基
。
内
２
１
１
基
は
シ
ャ
ワ
ー

付
き
ト
イ
レ
。

　
　
学
校
の
ト
イ
レ
を
全
て
洋

式
に
す
る
計
画
は
。

　
　
各
階
に
男
女
１
基
の
和
式

を
残
し
進
め
て
い
く
。

　
　
新
築
さ
れ
る
他
の
公
共
施

設
の
洋
式
ト
イ
レ
計
画
は
。

　
　
新
庁
舎
は
、
73
基
中
洋
式

71
基
、
和
式
２
基
。

　
新
火
葬
場
は
、
９
基
が
洋
式
。

洋
式
は
、
全
て
シ
ャ
ワ
ー
付
き

ト
イ
レ
。

　
　
保
育
所
の
状
況
は
。

　
　
全
保
育
所
と
の
び
の
び
園

の
屋
内
ト
イ
レ
１
８
７
基
中
洋

式
１
６
１
基
、
和
式
26
基
。
屋

外
７
基
中
洋
式
６
基
、
和
式
１

基
。

　
　
他
の
公
共
施
設
の
外
用
ト

イ
レ
の
状
況
は
。

　
　
53
基
中
16
基
が
洋
式
ト
イ

レ
。

　
　
市
長
総
括
を
。

　
　

 

市
長 　
高
齢
者
利
用
の

多
い
施
設
を
優
先
に
計
画
的
に

行
っ
て
い
く
。

問答問答問答問答

問答問答問答問答

答問答問答問答問答

問答問答

問 小中学校トイレの
完全洋式化は

答 施設統廃合を踏まえ
計画的に行う

一般質問

▲服部擔風氏の使用していた書斎「藍亭」

▲洋式化された小学校のトイレ

平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ
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三宮 十五郎 議員
日本共産党弥富市議団

異
常
な
公
共
用
地
管
理
の
改
善
を

問

法
令
に
基
づ
き
適
正
に
管
理

答

　
　
監
査
委
員
の
勧
告
に
ど
う

対
応
さ
れ
る
か
。

　
　

 
副
市
長 　
設
置
を
確
認

し
た
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
間

の
使
用
料
に
相
当
す
る
不
当
利

得
の
返
還
と
利
息
を
請
求
通
知

し
た
。

　
　
な
ぜ
公
共
用
地
の
不
法
な

占
用
が
長
期
に
放
置
さ
れ
て
き

た
か
。

　
　
平
成
18
年
度
に
通
告
し
た

が
、
そ
の
後
の
人
事
異
動
に
よ

り
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
。

　
　

副
市
長
が
そ
の
事
実
を

知
っ
た
の
は
い
つ
か
。

　
　
本
年
６
月
ご
ろ
。

　
　
他
に
も
こ
の
よ
う
な
占
用

や
係
争
中
の
案
件
は
あ
る
の
か
。

　
　

 

開
発
部
長 　
道
路
整
備

事
業
な
ど
に
伴
う
土
地
の
境
界
確

認
後
に
、
構
造
物
を
越
境
さ
せ
る

事
案
や
係
争
中
案
件
は
な
い
。

　
　
問
題
案
件
を
共
有
し
、
系

統
的
に
処
理
を
進
め
、
市
民
に

公
表
し
な
が
ら
公
正
・
公
平
な

方
法
で
公
共
財
産
を
守
る
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
。

　
　
弥
富
市
公
共
用
物
管
理
条

例
や
各
種
法
令
に
基
づ
き
、
各

課
適
正
に
管
理
し
て
い
く
。

　
　
海
部
南
部
水
道
企
業
団
は
、

住
民
の
要
求
な
ど
で
経
営
体
質

の
改
善
が
進
め
ら
れ
、
民
間
企

業
と
同
じ
方
法
で
純
資
産
と
負

債
の
合
計
の
内
、
純
資
産
の
占

め
る
割
合
は
平
成
30
年
度
末
で

87
・
８
％
と
超
優
良
企
業
と

な
っ
て
い
る
。

　
別
表
の
状
況
か
ら
見
て
も
大

幅
な
利
益
と
値
下
げ
の
条
件
が

あ
る
が
、
水
道
企
業
団
の
特
異

な
会
計
の
仕
組
み
で
利
益
隠
し

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
企
業
会
計
に
詳
し
い
識
者

の
意
見
も
参
考
に
抜
本
的
な
改

善
と
値
下
げ
を
。

　
　

 

市
長 　

今
後
10
年
間
、

大
規
模
更
新
事
業
に
加
え
、
経

年
管
の
改
修
工
事
な
ど
も
控
え

て
お
り
、
企
業
団
経
営
環
境
は

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
安
全
で

良
質
な
水
の
安
定
的
な
供
給
使

命
を
果
た
す
た
め
、
適
正
な
施

設
整
備
の
推
進
、
一
層
の
業
務

の
効
率
化
と
経
費
節
減
に
努
め

る
。
ま
た
、
正
副
企
業
長
と
し
て

現
行
料
金
を
一
年
で
も
永
く
継
続

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ
と

が
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。

問答問答問答問答答問

答問

答

問 県内一高い水道料金
引き下げを

答 再構築などの
工事のための財源

一般質問

起債残高 減価償却費 起債償還金 支払利息 償還金
利息計

昭和63年度 1,962 264 46 131 177

平成10年度 4,020 461 152 240 392

平成20年度 3,577 500 164 150 314

平成30年度 1,529 631 273 48 320

令和４年度 1,218 89 27 116

令和８年度 1,405 76 31 107

別表　　　　　　　　　                                                           　　　単位：百万円

　平成20年度末償却資産　15,616百万円　　減価償却費　500百万円　3.2％
　平成30年度末償却資産　14,753百万円　　減価償却費　631百万円　4.3％
平成30年度までは決算額。令和４・８年度は海部南部水道企業団議会での三宮議員からの
質問に対する答弁より。

【
そ
の
他
の
質
問
】　
地
域
防
災
の
要
　
木
曽
川
対
策
強
化
を

平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ
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那須 英二 議員
日本共産党弥富市議団

保育所の土曜日午後の受け入れを問
職員配置などの改善が課題答

　
　
市
内
で
土
曜
日
午
後
に
預

け
ら
れ
る
保
育
所
は
。

　
　

 

児
童
課
長 　
認
定
こ
ど

も
園
弥
富
は
ば
た
き
幼
稚
園
。

　
　
土
曜
日
午
後
の
受
け
入
れ

が
な
い
た
め
に
市
外
へ
通
っ
て

い
る
人
は
。

　
　
土
曜
日
午
後
の
利
用
を
理

由
と
し
て
市
外
の
利
用
は
約
30

名
。

　
　
市
で
土
曜
保
育
を
受
け
て

い
る
人
は
。

　
　
９
保
育
所
で
31
名
。

　
　
保
育
士
を
増
や
し
て
、
保

育
所
で
土
曜
日
の
午
後
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
は
。

　
　
長
期
的
な
研
究
課
題
。

　
　
１
カ
所
か
ら
始
め
る
な
ら
、

ど
れ
く
ら
い
保
育
士
を
増
や
す

必
要
が
あ
り
、
予
算
的
に
は
ど

れ
く
ら
い
必
要
か
。

　
　
12
人
の
保
育
士
増
と
年
間

約
７
５
０
万
円
。

　
　
市
長
の
考
え
は
。

　
　

 

市
長 　
職
員
配
置
基
準

の
改
善
に
よ
る
保
育
士
の
大
幅

増
員
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
長
期

的
な
研
究
課
題
。

　
　
桜
小
学
校
区
の
児
童
ク
ラ

ブ
を
空
き
教
室
で
行
い
、
児
童

館
を
整
備
し
て
は
。

　
　

 

児
童
課
長 　
児
童
ク
ラ

ブ
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

ま
ず
は
児
童
ク
ラ
ブ
の
環
境
整

備
を
進
め
た
い
。

　
　
前
ケ
須
地
域
の
公
園
整
備

の
進
捗
状
況
は
。

　
　

 

都
市
計
画
課
長 　
ま
と

ま
っ
た
用
地
の
確
保
が
難
し
い
。

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
サ
ッ
カ
ー

の
ゴ
ー
ル
の
要
望
が
あ
る
が
。

　
　
児
童
が
利
用
す
る
遊
具
か

ら
健
康
遊
具
を
含
め
、
周
辺
の

安
全
な
ど
配
慮
し
、
慎
重
に
対

応
。

　
　
キ
ャ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
や
自

転
車
の
練
習
も
で
き
る
交
通
児

童
公
園
は
ど
う
か
。

　
　
考
え
て
い
な
い
。

　
　
早
期
に
公
園
整
備
が
で
き

る
よ
う
努
力
を
。

　
　
公
園
の
位
置
や
、
広
さ
と

敷
地
の
形
状
な
ど
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
、
子
ど
も
の
医

療
費
や
給
食
費
の
助
成
な
ど
の

福
祉
予
算
の
拡
充
を

問答問答問答問答問答問答

問答答

問答答問答問答

問答

問 子ども達が
安心して遊べる場を

答 ニーズに合わせて
慎重に対応

一般質問

▲蟹江町の交通児童遊園（今川西公園）

平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ



No.56 2020年1月27日発行　議会だより　やとみ 12

炭  ふく代 議員
公明党

子
育
て
世
代
に
寄
り
添
う
支
援
を

問

３
月
議
会
に
関
連
予
算
を
計
上

答

　
　
国
の
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
事
業
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

概
要
は
。

　
　

 
健
康
推
進
課
長 　
セ
ン

タ
ー
の
位
置
付
け
、
各
業
務
の

具
体
的
内
容
な
ど
。

　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
比
較
し

て
、
市
の
優
れ
て
い
る
点
、
遅

れ
て
い
る
点
は
。

　
　
優
れ
て
い
る
点
は
、
支
援

対
象
者
の
実
情
把
握
と
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
。

　
遅
れ
て
い
る
点
は
、
必
要
に

応
じ
た
利
用
プ
ラ
ン
、
支
援
プ

ラ
ン
が
未
作
成
。

　
　
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
取
り
組
み
は
。

　
　
ど
ん
な
不
安
を
感
じ
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
把

握
。

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
や
保

健
師
増
員
な
ど
の
課
題
解
決
は
。

　
　

来
年
度
中
の
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
に
向
け
、
先
進
地
の

事
例
を
調
査
研
究
す
る
。

　
　
「
弥
富
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の

設
置
お
よ
び
総
合
相
談
窓
口
へ

の
考
え
は
。

　

�� 

市
長 　

７
月
か
ら
併
設

で
、
弥
富
市
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
予
定
。

３
月
議
会
に
関
連
予
算
を
計
上
。

　
　
子
ど
も
の
学
習
支
援
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

 

福
祉
課
長 　
課
題
が
多

く
、
先
進
市
の
状
況
を
確
認
。

　
　
昔
と
今
の
子
育
て
の
違
い

を
学
び
、
世
代
間
の
交
流
促
進

に
向
け
た
、
祖
父
母
子
育
て
手

帳
の
作
成
と
配
布
へ
の
考
え
は
。 　

　

 

民
生
部
長 　
現
在
、
祖

父
母
手
帳
を
作
成
す
る
予
定
は

な
い
が
、
市
発
行
の
子
育
て
情

報
誌
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
く
。

　
　

祖
父
母
世
代
を
対
象
に

「
孫
育
て
講
座
」
開
設
へ
の
考

え
は
。

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
９
月
に
「
祖
父
母
と

遊
ぼ
う
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
開
催
。

　
孫
育
て
講
座
は
、
今
後
調
査

研
究
し
て
い
く
。

問答問答問答

問答問

答問答

問

答問答

問 祖父母手帳作成で
孫育て支援を

答 子育て情報誌で
アドバイス

一般質問
平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ
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平野 広行 議員
市政会

道路問題の認識と取り組みは問
広域幹線道路の早期整備を要望答

　
　
市
内
道
路
問
題
の
認
識
と

そ
の
対
策
に
つ
い
て
以
下
問
う
。

　
市
内
に
お
け
る
道
路
渋
滞
状

況
の
認
識
と
そ
の
対
策
は
。

　

�� 

土
木
課
長 　

南
北
軸
の

広
域
幹
線
道
路
が
少
な
く
頻
繁

に
渋
滞
。
整
備
が
必
要
。

　
　
西
尾
張
中
央
道
、
伊
勢
湾

岸
自
動
車
道
下
に
お
け
る
大
型

車
の
混
入
率
と
認
識
は
。

　
　
西
尾
張
中
央
道
53
・
３
％
、

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
下
66
・
３
％

で
高
い
混
入
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
西
尾
張
中
央
道
と
国
道
23

号
交
差
点
に
お
け
る
混
雑
度
と

対
策
は
。

　
　
混
雑
度
は
１
・
88
で
混
雑

状
態
。
１
・
00
以
上
で
交
通
量

が
超
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。「
名
古
屋
第
３
環
状
線
」
の

整
備
を
県
に
強
く
要
望
。

　
　
道
路
交
通
問
題
に
対
処
す

る
た
め
の
関
係
機
関
で
構
成
す

る
対
策
協
議
会
な
ど
の
設
置
に

向
け
て
の
考
え
は
。

　

�� 

市
長 　

現
在
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
後
は
市・警
察・

市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設

け
る
。

　
　
市
内
道
路
問
題
に
対
す
る

市
長
の
考
え
は
。

　
　
国
道
１
５
５
号
線
南
伸
と

一
宮
西
港
道
路
の
早
期
実
現
を

国
・
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
歳
入
増
対
策
と
し
て
南
部

地
区
開
発
と
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
活
用
に
つ
い
て
以
下
問
う
。

　
新
産
業
エ
リ
ア
に
位
置
付
け

さ
れ
た
地
区
の
開
発
の
考
え
は
。 　

�� 

開
発
部
長 　

農
地
以
外

の
土
地
利
用
変
更
に
は
厳
し
い

制
限
が
あ
る
。
工
業
系
土
地
利

用
が
可
能
と
な
る
よ
う
取
り
組

み
、
歳
入
の
確
保
に
つ
な
げ
る
。

　
　
本
市
が
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
送
付
を
行
わ
な
い
理
由

は
。

　

�� 

総
務
部
長 　

ふ
る
さ
と

納
税
の
本
来
の
趣
旨
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
た
め
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
改
正

の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　
返
礼
割
合
が
寄
付
金
額
の

３
割
以
下
で
あ
る
こ
と
、
返
礼

品
は
地
場
産
品
に
限
る
。

　
　
他
市
町
村
へ
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
状
況
は
。

　
　
令
和
元
年
度
、
他
市
町
村

へ
の
寄
付
金
額
は
約
１
億
２
千

万
円
。
市
民
税
の
減
収
は
約

５
４
０
０
万
円
。
寄
付
人
数
は

１
４
６
０
人
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

送
付
に
向
け
て
の
市
長
の
考
え

は
。

　

�� 

市
長 　

地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
と
い
う
観
点
か
ら
、
来
年
度

中
の
返
礼
品
の
導
入
に
つ
い
て

考
え
る
。

問答問答問答問答問

答問

答問答問答

問答問答

▲西尾張中央道混雑の模様

問 歳入増対策と
ふるさと納税は

答 施策を示し
使い道を指定

一般質問

■まちづくり方針図＜南部地域＞

平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ

−新産業エリア



No.56 2020年1月27日発行　議会だより　やとみ 14

加藤 克之 議員
誠進会

暮
ら
し
や
す
い
交
通
安
全
対
策
を

問

安
心
安
全
な
生
活
を
応
援
し
た
い

答

　
　
近
年
に
お
け
る
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
者
数
は
。

　

�� 
介
護
高
齢
課
長　

　
平
成
28
年
度
75
名
。

　
29
年
度
１
２
８
名
。

　
30
年
度
１
２
４
名
。

　
　
自
主
返
納
者
に
対
す
る
現

在
の
対
応
は
。

　
　
75
歳
以
上
の
返
納
者
に
24

枚
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交

付
。

　
　
今
後
の
自
主
返
納
者
へ
の

対
応
は
。

　
　
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
交
付

枚
数
の
見
直
し
を
行
い
た
い
。

　
　
新
た
に
交
通
安
全
対
策
と

し
て
、
踏
み
間
違
い
装
置
を
他

県
で
導
入
し
て
い
る
が
、
本
市

の
考
え
は
。

　
　
急
発
進
や
踏
み
間
違
い
を

防
ぐ
装
置
の
導
入
を
支
援
し
て

い
き
た
い
。

　
　
踏
み
間
違
い
装
置
を
設
置

す
る
人
に
補
助
金
助
成
の
考
え

は
。

　
　
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
24
枚

相
当
の
１
万
５
千
円
ほ
ど
を
考

え
た
い
。

　
　
市
長
の
見
解
は
。

　
　

 

市
長 　
返
納
で
き
な
い

人
も
さ
れ
た
人
に
も
生
活
環
境

に
合
わ
せ
た
選
択
肢
を
提
示
し
、

安
心
安
全
な
生
活
を
応
援
し
て

い
き
た
い
。

　
　
中
学
生
の
総
人
数
は
。

　
　

 
学
校
教
育
課
長 　

　
弥
富
中
５
９
４
人
。

　
弥
富
北
中
４
７
６
人
。

　
十
四
山
中
１
４
２
人
。

　
合
計
１
２
１
２
人
。

　
　
中
学
３
年
生
の
教
室
に
加

湿
器
を
備
え
て
は
。

　
　
十
四
山
中
で
は
加
湿
器
を

活
用
。
弥
富
中
で
は
保
健
委
員

が
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
各
教
室
に
配

布
。

　
各
校
エ
ア
コ
ン
で
冷
え
込
み

を
防
ぎ
、
換
気
を
小
ま
め
に
行

い
、
ウ
イ
ル
ス
濃
度
を
下
げ
、

う
が
い
、
手
洗
い
も
励
行
し
て

い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

に
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
中
学
３
年
生
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
金
を
。

　
　

 

健
康
推
進
課
長 　
各
家

庭
の
判
断
と
負
担
で
お
願
い
し

た
い
。

　
　
市
長
の
見
解
は
。

　
　

 

市
長 　
県
内
市
町
村
の

動
向
や
本
市
の
財
政
状
況
を
見

な
が
ら
可
能
か
、
対
象
範
囲
や

助
成
方
法
も
含
め
考
え
た
い
。

問答問答問答

問答問答問答

問答

問答

問答問答

問 健康都市に向けての
取り組みを

答 さまざまな観点で
取り組んでいく

一般質問
平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ
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鈴木みどり 議員
誠進会

コミュニティセンターの修繕状況は問
緊急性を重視し優先的に修繕答

　
　
白
鳥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
30
年
度
修
繕

費
と
し
て
約
１
６
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
修
繕
内
容
は
。

　

�� 

生
涯
学
習
課
長 　

事
務

所
系
統
空
調
機
、
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
取
替
修
繕
、
軒の
き

天
井
修
繕
、

ト
イ
レ
修
繕
、
多
目
的
ホ
ー
ル

音
響
設
備
修
繕
。

　
　
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
、
早
期

の
修
繕
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
今
年
度
中
に
雨
漏
り
箇
所

を
調
査
確
認
し
、
順
次
修
繕
し

て
い
く
。

　
　
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
ト
イ
レ
は
す
ぐ
に
で
も

修
繕
す
べ
き
で
は
。

　
　
現
在
、
緊
急
性
の
あ
る
雨

漏
り
な
ど
の
修
繕
を
進
め
て
い

る
の
で
、
他
の
修
繕
箇
所
と
調

整
し
な
が
ら
残
る
ト
イ
レ
の
床

材
に
つ
い
て
も
優
先
的
に
修
繕

を
進
め
て
い
く
。

　
　
児
童
課
の
管
理
す
る
公
園

は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

　

�� 

児
童
課
長 　
30
カ
所
。

　
　
公
園
の
点
検
は
誰
が
し
て
、

ど
の
く
ら
い
の
頻
度
か
。

　
　
入
札
に
よ
り
業
務
委
託
契

約
し
、
年
１
回
の
定
期
点
検
と

年
３
回
の
日
常
保
守
点
検
。

　
　
遊
具
な
ど
は
１
カ
所
ず
つ

し
か
直
せ
な
い
の
か
。

　
　

計
画
的
に
予
算
を
計
上
。

危
険
度
の
高
い
、
あ
る
い
は
緊

急
性
の
高
い
遊
具
か
ら
順
次
改

修
。

　
　

利
用
の
少
な
い
公
園
は
、

市
と
し
て
ど
う
管
理
し
て
い
く

の
か
。

　
　
公
園
の
成
り
立
ち
は
、
経

緯
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
適

切
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

問答問

答問答

問答問答問

答問答

問 子どもの遊び場の
管理は

答 適切な管理に
努める

▲雨漏りにより早期修繕が必要な白鳥コミュニティセンター

一般質問

▲適切な管理が求められる公園の遊具

平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ
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高橋 八重典 議員
無会派

弥
富
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
は

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

問

総
合
計
画
な
ど
の
事
業
を
確
実
に
実
行

答

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
市
の
認
識
は
。

　
�� 

総
務
部
長 　
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」
世
界
共
通
の

17
ゴ
ー
ル
「
目
標
」
で
あ
る
と

認
識
。

　
　
職
員
の
理
解
と
市
の
取
り

組
み
は
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
会
議
に
出
席

し
、
職
員
間
の
情
報
交
換
を
図

り
た
い
。
開
発
目
標
の
方
向
性

と
分
野
が
合
致
す
る
か
検
証
。

　
　
駅
前
開
発
な
ど
、
市
長
公

約
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

 

市
長 　
弥
富
市
の
顔
と

な
る
よ
う
積
極
的
に
進
め
た
い
。

併
せ
て
財
源
確
保
の
た
め
企
業

誘
致
も
進
め
る
。

　
　
市
の
施
策
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る

の
か
。

　

�� 

総
務
部
長 　

各
種
計
画

の
策
定
や
改
訂
の
際
、
理
念
を

取
り
入
れ
る
。

　
　
市
長
の
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
沿
っ
た
考
え
方
は
。

　
　

 

市
長 　
総
合
計
画
で
掲

げ
た
目
標
と
同
じ
も
の
が
多
く

あ
る
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
と
兼
業

農
家
の
現
状
認
識
は
。

　

�� 

都
市
計
画
課
長 　

農
地

の
貸
し
出
し
を
す
る
農
家
が
多

い
状
況
。
後
継
ぎ
の
実
家
離
れ

も
聞
く
。

　
　
市
内
の
定
住
地
域
の
展
開

の
方
向
性
は
。

　
　
便
利
・
快
適
に
暮
ら
せ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
。

　
　
個
人
後
継
者
向
け
奨
励
金

制
度
設
立
の
考
え
は
。

　

�� 

総
務
部
長 　

区
域
に
限

ら
ず
、
新
築
後
一
定
期
間
、
固

定
資
産
税
が
減
額
。

　
　
後
継
者
世
代
が
親
の
自
宅

敷
地
内
や
、
隣
地
な
ど
で
住
宅

を
新
築
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
た

上
で
の
考
え
は
。

　
　
両
親
、
祖
父
母
の
見
守
り

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
た

だ
し
、
利
便
性
が
悪
い
な
ど
の

要
因
も
あ
る
。
総
合
的
に
考
え

た
い
。

　
　
定
住
促
進
の
た
め
の
奨
励

金
制
度
お
よ
び
特
区
設
定
の
考

え
は
。

　

�� 

都
市
計
画
課
長 　

持
続

可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
特

区
設
定
は
考
え
て
い
な
い
。

問答問答問答答問答

問答答

問答問答

問答問答

問答

問 市街化調整区域内の
定住促進策は

答 活力ある地域づくり
を目指す

▲国際連合広報センター
SDGｓ報告2019

▲親の自宅の敷地内で新築された住宅

一般質問
平
成
30
年
度
決
算

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

一
般
質
問

や
と
さ
ぽ

お
し
ら
せ



17 No.56 2020年1月27日発行　議会だより　やとみ

弥富市高校生議会　10月19日（土）　
弥富市議会議場

こども食堂　10月22日（火）　
市総合社会教育センター

　選挙権の年齢が満18歳以上となったことを受け、高校生に政治や
地方行政への関心を高めてもらうため生涯学習講座の一環として高
校生による模擬議会を実施しました。
　事前に議会の役割と進め方、本市の現状の説明を受けた高校生議
員は、まちづくり委員会、防災委員会、観光委員会の３委員会に分
かれて「弥富市をいつまでも住み続けたいまちにするためにはどう
したらよいか？」をテーマに討議を行い、意見書案を作成しました。
　高校生議会当日は、議場にて各委員会から提案された意見書案を
採択し、小鹿議長より安藤市長に意見書が手渡されました。

　非営利法人onigiriと弥富市福祉課が共催し、169名が参加しました。
　子ども達はイキイキと、料理づくりに参加したり、他の子どもと遊
んだりして楽しそうでした。
　onigiriの行うこども食堂は、貧困対策として行われる提供型ではな
く、子どもと大人も一緒になって参加し、みんなで一緒に作り上げる、
そんな参加型のこども食堂です。
　当日は、お祭りのような賑わいで、楽しく
過ごしました。次回の開催は以下のとおりです。
　ぜひ参加してみてください。
日時：２月23日（日）10時30分
場所：市総合社会教育センター

おしえて弥富のことおしえて弥富のこと

高校生が提案した意見書を紹介します
防災委員会
弥富市は高齢化が進んでいて、災害時には高齢者が被災者になりやすいので避難
の手助けが行いやすい共助の充実を図るために、市として出前講座の実施や近所
付き合いを深めるための施策を進めてほしい。

観光委員会
弥富市は観光施設が少なく、イベントも周知されていない。さらに、市としての発信
力も弱い。そこで市として、お祭りや花火などのイベントや道の駅などの観光施設を
充実させ、個人のツイッターなどで発信しやすい環境を市全体で整備してほしい。

まちづくり委員会
①　JR・名鉄・近鉄弥富駅周辺の道路は、車や自転車、歩行者がたくさん通行し
ており、ぶつかりそうな場面を何度か目撃したことがあるので、時間帯で自転車
だけが通れるようにすることや、道を一方通行にすること、電柱を地中に埋設す
ることなど安全に通行ができるような対策を行ってほしい。
②　駅周辺に活気がないので、若者が立ち寄りたくなるようなお店を誘致し、駅
周辺をにぎやかにしてほしい。
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　弥富市議会広報編集特別委員会はこの４年間で
大きく変化しました。
　平成28年７月19日、議員自らの手で作成し、広
報コンクールでも入賞している幸田町への行政視
察が大きな転機となりました。
　その後、本市議会でも自己編集に努め、フルカ
ラー化の実現、フェイスブック・ツイッターの開始、
YouTubeでの動画配信開始に伴い、紙面にQR
コードを掲載するなど、議会をより身近に感じてい
ただけるよう取り組んでまいりました。
　また、新コーナー「やとさぽ」では市内の行事、団
体などを紹介してまいりました。
　今後も見やすく、分かりやすく、市民の皆さまに
親しまれる広報誌づくりに努めてまいります。
　何かお気付きの点がございましたら、お知らせく
ださい。

この議会だよりは再生紙を使用しています。
大豆油を含む植物油を使用した
インキで印刷されています。

この印刷物は地球に優しい植物油を
使用したインキで印刷されています。

古紙配合率100％の再生紙を使用しています

議員の寄附行為の禁止について
　議員は、選挙区内の人にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されています。
　地域の行事などで議員に対し会費が伴う行事などの案内をされる場合は、案内文に
会費（他の参加者と同額の会費に限ります）を明記してご通知ください。
　また、選挙区内の人に年賀状や暑中見舞状などの時候のあいさつ（電報も含む）を
出すのは、「答礼のための自筆によるもの」以外は禁止されています。
　さらに、有権者が寄附を求めることも禁止されています。
　市民の皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。

町内会の集会や旅行などの
催物への寸志や飲食物の

差し入れ 病気見舞い 入学祝、卒業祝

秘書等が代理で出席する
場合の葬式の香典

（自ら出席する場合は除く） 落成式、開店祝の花輪

お祭りへの寄附や差し入れ お中元、お歳暮

秘書等が代理で
出席する場合の結婚祝

（自ら出席する場合は除く） 葬式の花輪、供花

地域の運動会や
スポーツ大会への
飲食物の差し入れ

編集後記3月定例会の開催日程（予定）
期日 日程

ケーブル
テレビ中継
放送予定

インター
ネット
配信予定

3月��9日(月)
本会議
（市長施政方針演説、議
案説明など）

△
一部録画放映
（12日）

○

12日(木) 本会議（一般質問） ○ ○

13日(金) 本会議（一般質問） ○ ○

16日(月) 本会議（議案質疑） ― ○

17日(火) 行財政委員会 ― ○

18日(水) 行財政委員会 ― ○

24日(火) 本会議（委員長報告･討論･採決） ― ○

◆ケーブルテレビ中継
午前10時～会議終了まで
（録画放映は当日午後７時～放映予定）
※3月9日(月)の本会議分（市長施政方針演説のみ）は、12日(木)の
一般質問録画再放送前に放映します（生中継はありません）。
◆インターネット配信～
開催後、おおよそ３日後より配信予定
※日程は、変更になる場合もありますのでご了承ください。

発行●弥富市議会　　編集●議会広報編集特別委員会
〒498-8501　愛知県弥富市前ケ須町南本田335番地　　☎(0567)65-1111　　FAX(0567)52-3276
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